
 
 

第１２９回 周防大島町農業委員会総会 

 

１ 開催日時 令和８年７月１５日（水）１３時３０分から時分１４時４０分 

２ 開催場所 久賀総合センター ２階 大会議室 

 

３ 出席農業委員 （１１人） 

１番 宮本 平 

３番 大谷 正樹 

４番 沖村 和哉 

５番 角井 雅之 

６番 小栁 貴史 
７番 袴田 光夫 
10 番 藤元 敬介 
11 番 東谷 邦夫 
12 番 沖 貴美枝 

13 番 田中 豊文 

14 番 廣岡 隆義（会長） 

 

 

４ 欠席農業委員 （３人）                    

２番 岡﨑 裕一   

８番 大内 清香 
９番 岡村 淳史 

 

 

              

５ 出席要請農地利用最適化推進委員 （６人） 

           ２番 村田 菊雄  ４番 山本 博敏 

７番 中原 満夫  ９番 藤岡 正一 

12 番 國次 康彦  17 番 山根一三男 

 

６ 欠席農地利用最適化推進委員     （４人） 

           １番 福田 俊勝  ５番 星出 栄一 

19 番 舛田健二朗  20 番 石崎宇授彦 

 



 
 

 

 

７ 議事日程 

 

  第 1 議事録署名委員の指名  

 

議案 第１号 農地法第３条の規定による許可申請について 

 

議案 第２号 農地法第５条の規定による許可申請について 

 

報告事項１  農地改良の届出について 

 

報告事項２  農地現況証明願による現況証明について 

   

 

８ 農業委員会事務局職員 

   事務局長  村田 孝二 

   書記    田村 諒介 

   書記    泉口 洸平 

   書記    向野 健人 
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ただいまより第 129 回周防大島町農業委員会総会に入らせていただきます。

本日の附議案件は、議案 16 件、報告事項３件となっております。慎重審議の

うえで決定をいただきますようお願いを申し上げます。それでは本日の出席

者についてご報告をいたします。在任する農業委員総数は 14 名、本日の出席

委員 11 名、欠席委員３名、農地利用最適化推進委員につきましては６名のご

出席をいただいております。よって、農業委員は過半数の出席を得ておりま

すので、周防大島町農業委員会会議規則第８条の規定により、総会は成立を

しております。次に、議事録の署名人を指名をいたします。本日の議事録署

名人は、農業委員３番大谷委員と５番角井委員によりよろしくお願いをいた

したいと思います。それでは、議事に入る前に事務局より議案についての報

告訂正があります。報告をいただきますようお願いします。 
 
失礼いたします。日程１、議案第１号、農地法第３条の規定による許可申請

№４について審議を予定しておりましたが申請人から許可申請取り下げの申

し出があり７月 13 日付けで受付をいたしました。従いまして審議を行う議

案は 15 件となります。次に今回の議案説明資料につきまして日程１議案第

１号農地法第３条の規定による許可申請№５の 49 ページ目の営農計画書に

ついて栽培品目が柑橘から野菜に変更となりましたので差し替えをお願いい

たします。また許可申請№８の営農計画書が抜けていましたので追加をお願

いいたします。訂正事項の連絡は以上です。 
 
それでは議事に入ります。日程１、議案第１号、農地法第３条の規定による

許可申請№１について、事務局より説明をお願いいたします。 
 
はい。議案第１号、農地法第３条の規定による許可申請、№１についてご説

明させていただきます。申請人申請地等は議案書に記載の通りです。それで

は農地法第３条第２項各号の事項について説明します。議案説明資料は、1 ペ

ージから 7 ページをご覧ください。本件は、申請地を含め所有する土地建物

全体を譲り渡したい譲渡人の要望に対し、申請地を譲り受け、営農活動を開

始したい譲受人が応えるものであります。まず、第１号の全部効率利用要件

については、営農計画書の農機具の購入予定や、労力の確保方法、作目及び

利用計画からみて、権利取得後も農地を効率的に利用すると考えます。次に

第２号の農地所有適格法人以外の法人が権利を取得する規定については、今

回は個人ですので該当しません。次に第３号の信託の引受けによる権利取得

についても該当しません。次に第４号の農作業常時従事要件ですが、本人の

従事日数から見て、耕作に必要な日数について従事すると判断されます。次

に第５号の転貸禁止要件についても該当しません。次に第６号の地域調和要

件ですが、柑橘を栽培する計画であるため、周辺農地の効率的かつ、総合的

な農業利用に支障は生じないと考えます。以上のことから農地法第３条第２

項各号には該当せず、許可要件は満たしていると考えます。説明は以上です。 
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引き続きまして、地区担当の農業委員１番宮本委員、推進委員 17 番山根委員

からその後の補足説明などがありましたらお願いいたします。 
 
先月も同じ同様な案件がありましてそれの隣の畑になります。現地はミカン

畑なんですが１か月の間にかなり草が伸びてですね、かなりすぐに何か作れ

るという感じじゃあなくなってはいるんですけれども適切に管理するという

ことで先月の話からすると多分大丈夫と思います。ちょっと草の伸びが梅雨

を開けた１か月でこんな草が伸びるんかというぐらいちょっと現地見てびっ

くりしたんですけれども大丈夫だと思います。 
 
続きまして山根委員。 
 
前の件のですけど一応ここまでということであったらちょっと訂正があった

ということで確認またしましたら、ここが続くということ大きな問題点はな

いと思います。 
 
ただいまの事務局並びに担当委員の説明で、ご質問などがありましたらお願

いいたします。よろしいですかね。ご質問も無いようですので採決をいたし

ます。本件を許可をすることに賛成の農業委員の方は、挙手をお願いいたし

ます。 
 
（挙手全員） 
 
挙手全員でございます。よって、本件を許可をすることに決定をいたします。 
続いて№２について、事務局より説明をお願いいたします。 
 
はい。議案第１号、農地法第３条の規定による許可申請、№２についてご説

明させていただきます。申請人申請地等は議案書に記載の通りです。それで

は農地法第３条第２項各号の事項について説明します。議案説明資料は、8 ペ

ージから 25 ページをご覧ください。本件は、相続した申請地について遠方か

つ高齢で維持管理ができないため、申請地を含め所有する土地建物全体を譲

り渡したい譲渡人の要望に対し、申請地を譲り受け、営農活動を開始したい

譲受人が応えるものであります。まず、第１号の全部効率利用要件について

は、営農計画書の農機具の保有状況や、労力の確保方法、作目及び利用計画

からみて、権利取得後も農地を効率的に利用すると考えます。また、こちら

については一部雑木等が生えている農地がありましたが、保全管理を行うと

のことです。次に第２号の農地所有適格法人以外の法人が権利を取得する規

定については、今回は個人ですので該当しません。次に第３号の信託の引受

けによる権利取得についても該当しません。次に第４号の農作業常時従事要
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件ですが、本人の従事日数から見て、耕作に必要な日数について従事すると

判断されます。次に第５号の転貸禁止要件についても該当しません。次に第

６号の地域調和要件ですが、野菜を栽培する計画であるため、周辺農地の効

率的かつ、総合的な農業利用に支障は生じないと考えます。以上のことから

農地法第３条第２項各号には該当せず、許可要件は満たしていると考えます。

説明は以上です。 
 
引き続きまして、地区担当の農業委員３番大谷委員からその後の補足説明な

どがありましたらお願いいたします。 
 
この譲受人は地元の若者で自分より６つ下なんですけれども昔から知ってま

して相談受けたりしよったんですが。地図でですね、●●●●番地なんです

がこれ自分が６月 24 日までですか利用権設定放牧地として借りてまして契

約切れるちゅうことでちょうどこの譲渡人が帰っちょってちゅうことで話に

行ったら断られたんですね、更新を。どうかなと思いよったらこの譲り渡す

ちゅう話が出て譲受人もよく知っている人なんでまあ大丈夫かとは思ったん

です。７月７日の日に事務局と一緒にあちこち現場を見たんですがちょっと

あの保全管理予定の山、元ずいぶん前はミカン畑じゃったような感じなんで

すけれども道もなく入れるような状態じゃあなかったんです。一応周りに迷

惑をかけないように苦情が出れば木を切ったり刈ったりこれから先やってい

く、まあ所有者として当然のことじゃけえということで譲受人は話を聞いて

ます。他の先ほど自分が借りちょった畑とあと一か所どれですかね、平らな

畑があるんですけれどそこは譲受人があのムラサキウニを養殖しよって今あ

ちこちキャベツとか残菜をもらいに行って多い分は●●の漁協の冷凍庫に入

れさせてもらって養殖をしよるらしいんですけど餌用にでもキャベツ、ケー

ルとかでもいいらしいんですけど作りたいちゅうことで前々から相談は受け

ちょったんです。本人がやる気なら自分が手伝うてトラクタとかもあります

んで手伝うけやってみるという話でこの話を受けたそうです。説明としては

以上ですかね。審議お願いします。 
 
ただいまの事務局並びに担当委員の説明でご質問がありましたらお願いいた

します。ご質問も無いようですので採決をいたします。本件を許可をするこ

とに賛成の農業委員の方は、挙手をお願いいたします。 
 
（挙手全員） 
 
挙手全員でございます。よって、本件を許可をすることに決定をいたします。

続いて№３について事務局より説明をお願いいたします。 
 
はい。議案第１号、農地法第３条の規定による許可申請、№３についてご説



4 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

３番 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明させていただきます。申請人申請地等は議案書に記載の通りです。それで

は農地法第３条第２項各号の事項について説明します。議案説明資料は、26
ページから 33 ページをご覧ください。本件は、遠方かつ高齢で維持管理がで

きないため、申請地を譲り渡したい譲渡人の要望に対し、経営規模を拡大し

たい譲受人が応えるものです。まず、第１号の全部効率利用要件については、

営農計画書の農機具の保有状況、労力の確保方法、作目及び利用計画からみ

て、権利取得後も農地を効率的に利用すると考えます。次に第２号の農地所

有適格法人以外の法人が権利を取得する規定については、今回は個人ですの

で該当しません。次に第３号の信託の引受けによる権利取得についても該当

しません。次に第４号の農作業常時従事要件ですが、本人の従事日数から見

て、耕作に必要な日数について従事すると判断されます。次に第５号の転貸

禁止要件についても該当しません。次に第６号の地域調和要件ですが、柑橘

を栽培する計画であるため、周辺農地の効率的かつ、総合的な農業利用に支

障は生じないと考えます。以上のことから農地法第３条第２項各号には該当

せず、許可要件は満たしていると考えます。説明は以上です。 
 
引き続きまして、地区担当の農業委員３番大谷委員からその後の補足説明な

どがありましたらお願をいたします。 
 
この方譲受人の方は何年か前にこの新規就農でミカンを始めるということで

30 ページの位置図の●●●●番地を購入して現在幼木が植わってます。他の

とこもあったんですけどそこも管理されています。ミカン作りを始めてます。

今回出たのが●●●●番地この地図で赤い括弧のとこなんですけれどこれ写

真も地図も隣に家があるような感じになってるんですけれども家もなく雑種

地扱いになっててここは今申請が出てるのは農地のままです。もうここ一帯

を続きにミカンを作りたいちゅうことで今回購入される予定です。以上です。 
 
ただいまの事務局並びに担当委員の説明で、ご質問がありましたらお願いい

たします。 
 
（質問等なし） 
 
よろしいですかね。ご質問も無いようですので採決をいたします。本件を許

可をすることに賛成の農業委員の方は、挙手をお願いいたします。 
 
（挙手全員） 
 
挙手全員でございます。よって、本件を許可をすることに決定をいたします。

№４は取り下げられましたから飛ばして続いて№５について、事務局より説

明をお願いいたします。 
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はい。議案第１号、農地法第３条の規定による許可申請、№５についてご説

明させていただきます。申請人申請地等は議案書に記載の通りです。それで

は農地法第３条第２項各号の事項について説明します。議案説明資料は、43
ページから 49 ページをご覧ください。本件は、遠方かつ高齢で維持管理がで

きないため、申請地を含め所有する土地建物全体を譲り渡したい譲渡人の要

望に対し、申請地を譲り受け、営農活動を開始したい譲受人が応えるもので

あります。まず、第１号の全部効率利用要件については、営農計画書の農機

具の保有状況や、労力の確保方法、作目及び利用計画からみて、権利取得後

も農地を効率的に利用すると考えます。次に第２号の農地所有適格法人以外

の法人が権利を取得する規定については、今回は個人ですので該当しません。

次に第３号の信託の引受けによる権利取得についても該当しません。次に第

４号の農作業常時従事要件ですが、本人の従事日数から見て、耕作に必要な

日数について従事すると判断されます。次に第５号の転貸禁止要件について

も該当しません。次に第６号の地域調和要件ですが、野菜を栽培する計画で

あるため、周辺農地の効率的かつ、総合的な農業利用に支障は生じないと考

えます。以上のことから農地法第３条第２項各号には該当せず、許可要件は

満たしていると考えます。説明は以上です。 
 
引き続きまして、地区担当の農業委員６番小栁委員からその後の補足説明な

どがありましたらお願いいたします。 
 
先日福田推進委員と一緒に現地を確認してきました。現地は建物の真ん中に

ある土地ではあるんですけれども隣接する宅地も合わせてということなので

問題はないかと思います。また管理に関してもとても丁寧に今の段階でもう

管理されている状態ですのでまったく問題ないかと思います。以上です。 
 
ただいまの事務局並びに担当委員の説明で、ご質問がありましたらお願いい

たします。 
 
（質問等なし） 
 
ご質問も無いようですので採決をいたします。本件を許可をすることに賛成

の農業委員の方は、挙手をお願いいたします。 
 
（挙手多数） 
 
挙手多数でございます。よって、本件を許可をすることに決定をいたします。

続いて№６について、事務局より説明をお願いします。 
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はい。議案第１号、農地法第３条の規定による許可申請、№６についてご説

明させていただきます。申請人申請地等は議案書に記載の通りです。それで

は農地法第３条第２項各号の事項について説明します。議案説明資料は、50
ページから 56 ページをご覧ください。本件は、申請地を含め所有する土地建

物全体を譲り渡したい譲渡人の要望に対し、申請地を譲り受け、営農活動を

開始したい譲受人が応えるものであります。まず、第１号の全部効率利用要

件については、営農計画書の農機具の保有状況や、労力の確保方法、作目及

び利用計画からみて、権利取得後も農地を効率的に利用すると考えます。次

に第２号の農地所有適格法人以外の法人が権利を取得する規定については、

今回は個人ですので該当しません。次に第３号の信託の引受けによる権利取

得についても該当しません。次に第４号の農作業常時従事要件ですが、本人

の従事日数から見て、耕作に必要な日数について従事すると判断されます。

次に第５号の転貸禁止要件についても該当しません。次に第６号の地域調和

要件ですが、野菜を栽培する計画であるため、周辺農地の効率的かつ、総合

的な農業利用に支障は生じないと考えます。以上のことから農地法第３条第

２項各号には該当せず、許可要件は満たしていると考えます。説明は以上で

す。 
 
引き続きまして、地区担当の農業委員 12 番沖委員、推進委員２番村田委員か

らその後の補足説明などがありましたらお願いいたします。 
 
ここは先月の総会の時出ていた許可申請と同じ方の申請で 55 ページの申請

地の●●●●番地はその横にある雑種地になっている●●●●番地の続きで

農地転用して宅地も含む売買でしたが先月●●●●番地を現況確認に行って

見に行ったのですが大きな桜の木が一本植えられていて周りは草刈りがされ

ていたので農地転用は難しく農地のままでという売買になりました。ここも

家のすぐ裏で管理はしやすいと思うので特に問題ないかと思います。以上で

す。 
 
引き続きまして村田委員。 
 
ただ今の沖委員のほうからお話がありましたように家のすぐそばですしちょ

っと桜の木は気になったんですがこれから農地として開拓されていくと思い

ます。特に補足することはありません。以上です。 
 
ただいまの事務局並びに担当委員の説明で、ご質問などがありましたらお願

いいたします。よろしいですかね。ご質問も無いようですので採決をいたし

ます。本件を許可をすることに賛成の農業委員の方は、挙手をお願いいたし

ます。 
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

（挙手全員） 
 
挙手全員でございます。よって、本件を許可をすることに決定をいたします。

続いて№７について事務局より説明をお願いします。 
 
はい。議案第１号、農地法第３条の規定による許可申請、№７についてご説

明させていただきます。申請人申請地等は議案書に記載の通りです。それで

は農地法第３条第２項各号の事項について説明します。議案説明資料は、57
ページから 63 ページをご覧ください。本件は、申請地を含め所有する土地建

物全体を譲り渡したい譲渡人の要望に対し、申請地を譲り受け、営農活動を

開始したい譲受人が応えるものであります。まず、第１号の全部効率利用要

件については、営農計画書の農機具の保有状況や、労力の確保方法、作目及

び利用計画からみて、権利取得後も農地を効率的に利用すると考えます。次

に第２号の農地所有適格法人以外の法人が権利を取得する規定については、

今回は個人ですので該当しません。次に第３号の信託の引受けによる権利取

得についても該当しません。次に第４号の農作業常時従事要件ですが、本人

の従事日数から見て、耕作に必要な日数について従事すると判断されます。

次に第５号の転貸禁止要件についても該当しません。次に第６号の地域調和

要件ですが、野菜を栽培する計画であるため、周辺農地の効率的かつ、総合

的な農業利用に支障は生じないと考えます。以上のことから農地法第３条第

２項各号には該当せず、許可要件は満たしていると考えます。説明は以上で

す。 
 
引き続きまして、地区担当の９番岡村委員からその後の補足説明などを報告

いただく予定でございましたけれど、欠席との連絡がありましたので、事務

局が説明内容を確認をしたうえで説明をいたします。 
 
本案件につきましては岡村委員と星出委員が現地を確認されております。譲

受人は隣接した住居に住んでおり、家庭菜園を行い野菜を育てるとのことで

す。特に問題はないと思います。と報告を受けています。報告は以上です。 
 
ただいまの事務局の説明で、ご質問がありましたらお願いいたします。 
 
（質問等なし） 
 
よろしいですかね。ご質問も無いようですので採決をいたします。本件を許

可をすることに賛成の農業委員の方は、挙手をお願いいたします。 
 
（挙手全員） 
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

挙手全員でございます。よって、本件を許可をすることに決定をいたします。

続いて№８について、事務局より説明をお願いいたします。 
 
はい。議案第１号、農地法第３条の規定による許可申請、№８についてご説

明させていただきます。申請人申請地等は議案書に記載の通りです。それで

は農地法第３条第２項各号の事項について説明します。議案説明資料は、64
ページから 70 ページをご覧ください。本件は、遠方で維持管理ができないた

め、申請地を譲り渡したい譲渡人の要望に対し、譲受人が応えるものです。

まず、第１号の全部効率利用要件については、営農計画書の農機具の保有状

況や、労力の確保方法、作目及び利用計画からみて、権利取得後も農地を効

率的に利用すると考えます。次に第２号の農地所有適格法人以外の法人が権

利を取得する規定については、今回は個人ですので該当しません。次に第３

号の信託の引受けによる権利取得についても該当しません。次に第４号の農

作業常時従事要件ですが、世帯の従事日数から見て、耕作に必要な日数につ

いて従事すると判断されます。次に第５号の転貸禁止要件についても該当し

ません。次に第６号の地域調和要件ですが、果樹を栽培する計画であるため、

周辺農地の効率的かつ、総合的な農業利用に支障は生じないと考えます。以

上のことから農地法第３条第２項各号には該当せず、許可要件は満たしてい

ると考えます。説明は以上です。 
 
引き続きまして、地区担当の９番岡村委員からその後の補足説明などを報告

する予定でございましたけれども、欠席とのご連絡がありましたので事務局

が説明内容を確認をしたうえで報告をいたします。 
 
こちらについても岡村委員と星出委員が現地を確認しております。譲受人は

近所に住んでおりまして果樹栽培を行うとのことです。こちらについても特

に問題はないと思います。と報告を受けております。報告は以上です。 
 
ただいまの事務局の説明で、ご質問がありましたらお願いいたします。 
 
（質問等なし） 
 
ご質問も無いようですので採決をいたします。本件を許可をすることに賛成

の農業委員の方は、挙手をお願いいたします。 
 
（挙手全員） 
 
挙手全員でございます。よって、本件を許可をすることに決定をいたします。

続いて№９について、事務局より説明をお願いいたします。 
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はい。議案第１号、農地法第３条の規定による許可申請、№９についてご説

明させていただきます。申請人申請地等は議案書に記載の通りです。それで

は農地法第３条第２項各号の事項について説明します。議案説明資料は、71
ページから 77 ページをご覧ください。本件は、体調不良により維持管理がで

きないため、申請地を譲り渡したい譲渡人の要望に対し、営農活動を開始し

たい譲受人が応えるものです。まず、第１号の全部効率利用要件については、

営農計画書の農機具の保有状況や、労力の確保方法、作目及び利用計画から

みて、権利取得後も農地を効率的に利用すると考えます。次に第２号の農地

所有適格法人以外の法人が権利を取得する規定については、今回は個人です

ので該当しません。次に第３号の信託の引受けによる権利取得についても該

当しません。次に第４号の農作業常時従事要件ですが、本人の従事日数から

見て、耕作に必要な日数について従事すると判断されます。次に第５号の転

貸禁止要件についても該当しません。次に第６号の地域調和要件ですが、柑

橘を栽培する計画であるため、周辺農地の効率的かつ、総合的な農業利用に

支障は生じないと考えます。以上のことから農地法第３条第２項各号には該

当せず、許可要件は満たしていると考えます。説明は以上です。 
 
引き続きまして、地区担当の９番岡村委員からその後の補足説明をする予定

でございましたけれども、欠席とのご連絡があったもので、事務局から説明

内容を確認したうえで報告をいたします。 
 
本案件につきましても、岡村委員と星出委員が現地を確認しております。譲

受人は柳井市に住んでおり、柑橘栽培を行うとのことです。こちら盛土をし

て果樹栽培に適した土壌に改良するとのことですが以前は田として栽培して

おりましたので盛土は適切だと思います。その際トラクタが入る場所がない

ためこちらは検討する必要があります。営農計画については特に問題はない

と思います。と報告を受けております。報告は以上です。 
 
ただいまの事務局の説明でご質問がありましたらお願いいたします。 
 
（質問等なし） 
 
よろしいですかね。ご質問も無いようですので採決をいたします。本件を許

可をすることに賛成の農業委員の方は、挙手をお願いいたします。 
 
（挙手全員） 
 
挙手全員でございます。よって、本件を許可をすることに決定いたします。

続いて、№10 について、事務局より説明をお願いいたします。 
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

７番 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

推進委員 

７番 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

はい。議案第１号、農地法第３条の規定による許可申請№10 についてご説明

させていただきます。申請人、申請地等は議案書に記載のとおりです。それ

では農地法第３条第２項各号の事項について説明します。議案説明資料は、

78 ページから 85 ページをご覧ください。本件は、相続した申請地について

遠方で維持管理ができないため、申請地を譲り渡したい譲渡人の要望に対し、

譲受人が応えるものです。まず、第１号の全部効率利用要件については、営

農計画書の農機具の保有状況や、労力の確保方法、作目及び利用計画からみ

て、権利取得後も農地を効率的に利用すると考えます。次に第２号の農地所

有適格法人以外の法人が権利を取得する規定については、今回は個人ですの

で該当しません。次に第３号の信託の引受けによる権利取得についても該当

しません。次に第４号の農作業常時従事要件ですが、本人の従事日数から見

て、耕作に必要な日数について従事すると判断されます。次に第５号の転貸

禁止要件についても該当しません。次に第６号の地域調和要件ですが、果樹

を栽培する計画であるため、周辺農地の効率的かつ、総合的な農業利用に支

障は生じないと考えます。以上のことから農地法第３条第２項各号には該当

せず、許可要件は満たしていると考えます。説明は以上です。 
 
引き続きまして、地区担当の農業委員７番袴田委員、推進委員７番中原委員

からその後の補足説明などがありましたらお願いをいたします。 
 
先だって 12 日に推進委員の中原さんと現地の確認に行きました。ここの土

地はもう●●さんは所有しておるけども作ることが不可能ということで売買

したいということで●●さんに譲るということのようです。ミカンじゃない

甘夏ちゅうかダイダイみたいなんとそれからビワの木が角のほうにあって中

のほうは草が生えておりますけれども大草というのはそこまでないので少し

手を入れれば耕作可能な畑になろうかと思います。以上です。 
 
続きまして中原委員。 
 
袴田委員と先日現地を確認に行きました。もとは屋敷の跡だろうと思うんで

すが今木が立って木陰で草が生えていません。畑作れば荒れることはないと

思います。以上です。 
 
ただいまの事務局並びに担当委員の説明で、ご質問がありましたらお願いい

たします。 
 
（質問等なし） 
 
よろしいですかね。ご質問も無いようですので採決をいたします。本件を許

可をすることに賛成の農業委員の方は、挙手をお願いいたします。 
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

７番 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

推進委員 

７番 

 

議長 

 
（挙手多数） 
 
挙手多数でございます。本件を許可をすることに決定いたします。続いて、

№11 について、事務局より説明をお願いいたします。 
 
はい。議案第１号、農地法第３条の規定による許可申請№11 についてご説明

させていただきます。申請人、申請地等は議案書に記載のとおりです。それ

では、農地法第３条第２項各号の事項について説明します。議案説明資料は、

86 ページから 93 ページをご覧ください。本件は、相続した申請地について

遠方で維持管理ができないため、申請地を譲り渡したい譲渡人の要望に対し、

譲受人が応えるものです。まず、第１号の全部効率利用要件については、営

農計画書の農機具の保有状況や、労力の確保方法、作目及び利用計画からみ

て、権利取得後も農地を効率的に利用すると考えます。次に第２号の農地所

有適格法人以外の法人が権利を取得する規定については、今回は個人ですの

で該当しません。次に第３号の信託の引受けによる権利取得についても該当

しません。次に第４号の農作業常時従事要件ですが、本人の従事日数から見

て、耕作に必要な日数について従事すると判断されます。次に第５号の転貸

禁止要件についても該当しません。次に第６号の地域調和要件ですが、いち

ごを栽培する計画であるため、周辺農地の効率的かつ、総合的な農業利用に

支障は生じないと考えます。以上のことから農地法第３条第２項各号には該

当せず、許可要件は満たしていると考えます。説明は以上です。 
 
引き続きまして、地区担当の農業委員７番袴田委員、推進委員７番中原委員

からその後の補足説明などがありましたらお願いいたします。 
 
これも一つ前の方と同じ●●さんなんですが持ち主が違います。ここは●●

さんといわれて全然もうこちらに帰る予定がないということで。これが地図、

89 ページの地図で見てもらったらわかるかと思いますが住宅がたくさんあ

る所なんです。その一角に荒れちょるような所で残っておるんで。これも●

●さんが一緒に譲り受けてここは果樹じゃなくてイチゴできる畑にしたいと

いうことでこちらのほうも一緒に求めることになったということでございま

す。以上です。 
 
引き続きまして中原委員。 
 
袴田委員と先日現地を確認に行きました。袴田委員と一緒です。 
 
 
ただいまの事務局及び担当委員の説明で、ご質問がありましたらお願いいた



12 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

１０番 

 

 

 

 

 

 

議長 

します。 
 
（質問等なし） 
 
ご質問も無いようですので採決をいたします。本件を許可をすることに賛成

の農業委員の方は、挙手をお願いいたします。 
 
（挙手全員） 
 
挙手全員でございます。よって、本件を許可をすることに決定をいたします。

続いて、№12 について、事務局より説明をお願いします。 
 
はい。議案第１号、農地法第３条の規定による許可申請№12 についてご説明

させていただきます。申請人、申請地等は議案書に記載のとおりです。それ

では、農地法第３条第２項各号の事項について説明します。議案説明資料は、

94 ページから 100 ページをご覧ください。本件は、譲受人が隣接地に居住す

るにあたり、申請地を譲り渡したい譲渡人の要望に対し、譲受人が応えるも

のです。まず、第１号の全部効率利用要件については、営農計画書の農機具

の保有状況や、労力の確保方法、作目及び利用計画からみて、権利取得後も

農地を効率的に利用すると考えます。次に第２号の農地所有適格法人以外の

法人が権利を取得する規定については、今回は個人ですので該当しません。

次に第３号の信託の引受けによる権利取得についても該当しません。次に第

４号の農作業常時従事要件ですが、本人の従事日数から見て、耕作に必要な

日数について従事すると判断されます。次に第５号の転貸禁止要件について

も該当しません。次に第６号の地域調和要件ですが、野菜を栽培する計画で

あるため、周辺農地の効率的かつ、総合的な農業利用に支障は生じないと考

えます。以上のことから農地法第３条第２項各号には該当せず、許可要件は

満たしていると考えます。説明は以上です。 
 
引き続きまして、地区担当の農業委員 10 番藤元委員、推進委員 9 番藤岡委

員からその後の補足説明などがありましたらお願いいたします。 
 
先日日曜日に藤岡委員と一緒に現地を確認してまいりました。譲受人の方は

99 の地図●●●●番地に新築で家を建てられて今月末に入居予定になって

います。●●●●番地に倉庫を●●●●番地に駐車場等ちょっとした空地に

なっててその奥にある２筆が今回取得したいということです。この土地は譲

受人のお母さんの名義になってて今回一緒に自分の方に引き継いで管理した

いということで聞いてます。問題はないかと思います。以上です。 
 
引き続きまして藤岡委員。 
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推進委員 

９番 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

１１番 

 

 
先日藤元委員と現地を確認してまいりました。先ほど藤元委員より説明があ

ったように親子での譲渡ですので別に問題はないというふうに思っておりま

す。以上です。 
 
ただいまの事務局並びに担当委員の説明で、ご質問がありましたらお願いい

たします。 
 
（質問等なし） 
 
ご質問も無いようですので採決をいたします。本件を許可をすることに賛成

の農業委員の方は、挙手をお願いいたします。 
 
（挙手全員） 
 
挙手全員でございます。よって、本件を許可をすることに決定をいたします。

続きまして、№13 について、事務局より説明をお願いいたします。 
 
はい。議案第１号、農地法第３条の規定による許可申請№13 についてご説明

させていただきます。申請人、申請地等は議案書に記載のとおりです。それ

では、農地法第３条第２項各号の事項について説明します。議案説明資料は、

101 ページから 107 ページをご覧ください。本件は、相続した申請地につい

て遠方で維持管理ができないため、申請地を譲り渡したい譲渡人の要望に対

し、譲受人が応えるものです。まず、第１号の全部効率利用要件については、

営農計画書の農機具の保有状況や、労力の確保方法、作目及び利用計画から

みて、権利取得後も農地を効率的に利用すると考えます。次に第２号の農地

所有適格法人以外の法人が権利を取得する規定については、今回は個人です

ので該当しません。次に第３号の信託の引受けによる権利取得についても該

当しません。次に第４号の農作業常時従事要件ですが、本人の従事日数から

見て、耕作に必要な日数について従事すると判断されます。次に第５号の転

貸禁止要件についても該当しません。次に第６号の地域調和要件ですが、引

き続き柑橘を栽培する計画であるため、周辺農地の効率的かつ、総合的な農

業利用に支障は生じないと考えます。以上のことから農地法第３条第２項各

号には該当せず、許可要件は満たしていると考えます。説明は以上です。 
 
引き続きまして、地区担当の農業委員 11 番東谷委員、推進委員 12 番國次 

委員からその後の補足説明などがありましたらお願いいたします。 
 
７月の 13 日に國次推進委員と現地へ行き譲受人立会いのもと現地を確認い

たしております。申請地の方は譲受人の自宅の道路離れて目の前であります
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

し、また畑のほうも隣接するミカン畑となっております。ミカン畑の方は現

在青島と大津を作っておりましてその耕作のほうも十数年前から譲受人が管

理耕作していたという流れでそのまま譲り受けるようになったということで

あります。 
 
引き続きまして國次委員。 
 
先日東谷さんと現地へ確認に行きました。ここは●●さんが以前から耕作し

ておられましてもう１０年近うなるんじゃないかと思います。別に問題ない

と思います。以上です。 
 
ただいまの事務局並びに担当委員の説明で、ご質問がありましたらお願いい

たします。 
 
（質問等なし） 
 
よろしいですかね。ご質問なども無いようですので採決をいたします。本件

を許可することに賛成の農業委員の方は、挙手をお願いいたします。 
 
（挙手全員） 
 
挙手全員でございます。よって、本件を許可をすることに決定をいたします。

続いて日程２、議案第２号、農地法第５条の規定による許可申請№1 につい

て、事務局より説明をお願いします。 
 
はい、議案第２号、農地法第５条の規定による許可申請№１についてご説明

させていただきます。申請人、申請地等については、議案書に記載のとおり

です。続いて許可基準について説明します。資料は、108 ページから 116 ペ

ージをご覧ください。まず、立地基準についてご説明します。農地区分は、

椋野出張所から北西に 372m に位置する、過去に公共投資の対象となってい

ない第２種農地に該当いたします。次に、一般基準についてご説明します。

転用の目的との適合性についてですが、譲受人は町外に住所を有する個人で、

隣接する会社の駐車場として利用するものであります。次に事業実施主体の

資力及び信用についてですが、預金通帳の写しが添付されており、事業の実

施に必要な予算を確保していると考えます。次に転用の妨げとなる権利を有

する者の同意についてですが、申請地は利用権などの権利設定は無く、該当

がありません。次に遅滞なく転用目的に供することの確実性についてですが、

許可後現況のままそのまま利用する予定であり、確実であると考えます。次

に行政庁の許可、認可等の処分の見込みや協議の状況についてですが該当が

ありません。次に一体利用地の確保の見込みについてですが、該当がありま
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議長 
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議長 

 

 

 

 

 

 

 

せん。次に計画面積の妥当性についてですが、事業計画書や申請の内容によ

り、必要かつ妥当な転用面積であると考えます。次に周辺農地等の営農条件

への支障についてですが、被害防除計画書及び申請内容から判断し、日照、

通風、排水等、周辺農地の営農条件への支障については発生しないものと考

えます。以上の事から農地転用の許可要件は満たしていると考えます。説明

は以上です。 
 
引き続きまして、地区担当の農業委員 12 番沖委員、推進委員 4 番山本委員

からその後の補足説明などがありましたらお願いいたします。 
 
７日の日に推進委員の山本さんと現地を見に行ってきました。行った時に譲

受人の方にお会いできなかったのですが後ほど電話で話を聞きました。申請

書と事業計画書に詳しく書いてますが畑というより整地であるような感じで

車が止められていました。草とかが生えて近隣に迷惑をかけることもないの

で特に問題ないかと思います。以上です。 
 
続きまして山本委員。 
 
７日の日に一緒に現地を見に行ったんですが畑という地目なんですけどもう

すでに車が入っても大丈夫、倉庫が三つくらいあるぐらいでした。そしても

ともとここは●●●●、実は●●●●を作っている工場なんです。その工場

を今売り手の●●さんのお父さんが始められて平成 10 年かにお父さんが亡

くなってこの●●さんが後を継いだような状態です。彼は●●のほうに在住

しこちらへ帰ってくる気は無かったんですが 25 年間よく面倒を見られたと

思います。そして昨年の 12 月にここにある●●さんと●●さんに株を譲り

渡したような状態です。そしてそのとき事務所等や工場は株と同じように売

り渡していたんですが土地が残っていたのでそれを今回譲渡したわけです。

だから実際の構造いうか使い方は全く変わりません。その倉庫はお米を保存

したりする保冷庫として活用していくつもりだということでした。地元とし

ては●●●●がいつまでも続いていただける見通しになったので喜んでおり

ます。以上です。 
 
ただいまの事務局並びに担当委員の説明で、ご質問などがありましたらお願

いいたします。 
 
（質問等なし） 
 
ご質問も無いようですので採決をいたします。本件を許可をすることに賛成

の農業委員の方は、挙手をお願いいたします。 
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（挙手全員） 
 
挙手全員でございます。よって、本件を許可をすることに決定をいたします。

続いて、№２について、事務局より説明をお願いいたします。 
 
はい、議案第２号、農地法第５条の規定による許可申請№２についてご説明

させていただきます。申請人、申請地等については、議案書に記載のとおり

です。続いて許可基準についてご説明します。資料は、117 ページから 127
ページをご覧ください。まず、立地基準についてご説明します。農地区分は、

椋野出張所から北西に約 1.1km に位置する、過去に公共投資の対象となって

いない第２種農地に該当いたします。次に、一般基準についてご説明します。

まず、転用の目的との適合性についてですが、譲受人は町外に住所を有する

個人で、申請地で自己用住宅を建築する計画であります。次に事業実施主体

の資力及び信用についてですが、預金通帳の写しが添付されており、事業の

実施に必要な予算を確保していると考えます。次に転用の妨げとなる権利を

有する者の同意についてですが、申請地は利用権などの権利設定は無く、該

当がありません。次に遅滞なく転用目的に供することの確実性についてです

が、令和８年 10 月 15 日から２年以内の完成予定であり、確実であると考え

ます。次に行政庁の許可、認可等の処分の見込みや協議の状況についてです

が、該当がありません。次に一体利用地の確保の見込みについてですが、隣

接する譲渡人所有の宅地も利用する計画です。次に計画面積の妥当性につい

てですが、事業計画書や申請内容により、必要かつ妥当な転用面積であると

考えます。次に周辺農地等の営農条件への支障についてですが、被害防除計

画書及び申請内容から判断し、日照、通風、排水等、周辺農地の営農条件へ

の支障については発生しないものと考えます。以上の事から農地転用の許可

要件は満たしていると考えます。説明は以上です。 
 
引き続きまして、地区担当の農業委員 12 番沖委員、推進委員 4 番山本委員

からその後の補足説明などがありましたらお願いいたします。 
 
ここも同じ日に山本さんと見に行きましたが譲受人の方は今海外に住まれて

いてお会いすることができなかったため行政書士の方に電話で話を聞きまし

た。今ここの土地は 122 ページの農地の隣にある宅地が整地されている状態

でした。もともとは●●●●番地に家があり塀に囲まれていて庭に雑草があ

るような状態だったみたいですが家を解体したときに全部を整地されたみた

いでこのままの状態でここに家を建てられて畑の方は駐車場に使われると言

われていました。海外勤務が終わったら大島に住んでここの道路の反対側に

ある今けっこう荒れているんですが農地も購入し野菜なども植えたいと言わ

れてたそうです。特に問題ないかと思います。以上です。 
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引き続きまして山本委員。 
 
同じく７日の日に現地を見てまいりました。土地は道路から海辺のほうへ

少々草があったんですが木とかは生えてなくて奥の宅地と手前の緑地です

ね。ただ業者さんによる草刈り等が以前行われておったせいでそんなに荒れ

た様子は見えませんでした。近所の方ほとんどが留守だったんですが唯一お

られた方がこの土地が草刈りされているのを見て道路の反対側も同じ所有者

のものだからなぜあちら側だけ草刈りでこっちはやってもらえないんだろう

かとなげいておられました。特に問題ないと思います。ただ工事期間が平成

８年から令和ですね８年から 10 年、３年ぐらいはかけて建築するような計

画だったんでいつ帰られるかというのがはっきりしてないのがちょっと不安

でした。勤めは●●●●という大きな会社に勤めてまだ●●歳なのにすぐ仕

事をやめて帰るのを考えられているのかなというようにちょっと感じまし

た。地元の方はどんな方が帰ってこられるかいうのはほとんどご存じない状

態でした。以上です。 
 
ただいまの事務局並びに担当委員の説明で、ご質問がありましたらお願いい

たします。 
 
（質問等なし） 
 
ご質問も無いようですので採決をいたします。本件を許可をすることに賛成

の農業委員の方は、挙手をお願いいたします。 
 
（挙手全員） 
 
挙手全員でございます。よって、本件を許可をすることに決定をいたします。

続いて、№３について、事務局より説明をお願いします。 
 
はい、議案第２号、農地法第５条の規定による許可申請№３についてご説明

させていただきます。申請人、申請地等については、議案書に記載のとおり

です。続いて許可基準について説明します。資料は、128 ページから 139 ペ

ージをご覧ください。まず、立地基準についてご説明します。農地区分は、

東和総合支所から南西に約 1.6km に位置する、過去に公共投資の対象となっ

ていない第２種農地に該当いたします。次に、一般基準についてご説明しま

す。まず、転用の目的との適合性についてですが、譲受人は町内に住所を有

する宗教法人で、申請地で墓地を建築する計画であります。次に事業実施主

体の資力及び信用についてですが、残高証明書の写しが添付されており、事

業の実施に必要な予算を確保していると考えます。次に転用の妨げとなる権

利を有する者の同意についてですが、申請地は利用権などの権利設定は無く、
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６番 

 

該当がありません。次に遅滞なく転用目的に供することの確実性についてで

すが、許可後２年以内に完成予定であり、確実であると考えます。次に行政

庁の許可、認可等の処分の見込みや協議の状況についてですが、墓地埋葬法

に基づく経営許可申請を申請予定です。次に一体利用地の確保の見込みにつ

いてですが、隣接する譲受人所有の原野と譲渡人所有の宅地も利用する計画

です。次に計画面積の妥当性についてですが、事業計画書や申請の内容によ

り、必要かつ妥当な転用面積であると考えます。次に周辺農地等の営農条件

への支障についてですが、被害防除計画書及び申請内容から判断し、日照、

通風、排水等、周辺農地の営農条件への支障については発生しないものと考

えます。以上の事から農地転用の許可要件は満たしていると考えます。説明

は以上です。 
 
引き続きまして、地区担当の農業委員 1 番宮本委員、推進委員 17 番山根委

員からその後の補足説明などがありましたらお願いいたします。 
 
先日園地を確認しに行きました。ここは●●●●から大規模農道に向かって

行く道を拡張する場所でその残った部分が本当にわずかな小さい畑になって

しまっているというのを住民の方々が不安に思われていたのを●●●●が引

き取って整備をするという計画です。許可申請が下りる前この前からすでに

一部工事が始まっていたんですけれどもそれは梅雨に入る前に崩れかけてい

た石垣をどうにかしなきゃということでちょっとだけ取り掛かっているとい

う状況だそうです。小さい畑がいくつもあって充分活用されてなかった土地

なのでこういった形で整備されてよかったのかなと思います。以上です。 
 
続きまして山根委員。 
 
現場を見に行きまして下が草ぼうぼうでですねどこが墓地かというのもちょ

っとわかりにくいんですが一応調べに行った感じではですね、もうここは墓

地以外ちょっと難しいんじゃないか農地としてはあまり適当でないという風

に感じました。以上です。 
 
ただいまの事務局並びに担当委員の説明で、ご質問がありましたらお願いし

ます。小栁委員。 
 
●●●●番地の宅地はだれか住まわれてるんでしょうか。 
 
まだ住んでおられます。 
 
こういう計画があって承知されてるってことでいいんでしょうか。 
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議長 

そうですね。●●●●のほうで事前に周りに計画の周知とオッケーですよと

いう署名をしてもらっていたので大丈夫です。 
 
他に何かご質問がありましたら。 
 
（質問等なし） 
 
よろしいですかね。ご質問も無いようですので採決をいたします。本件を許

可をすることに賛成の農業委員の方は、挙手をお願いいたします。 
 
（挙手全員） 
 
挙手全員でございます。よって、本件を許可することに決定をいたします。

続いて日程３、報告事項１、農地改良届について事務局より報告をお願いい

たします。 
 
報告事項２、農地改良の届出についてご報告いたします。資料は 140 ページ

から 145 ページをご覧ください。申請人は届出地において、果樹畑として使

用するため、80cm の盛土を行い、法面は芝等で保護する予定です。この届出

は、議案第 1 号 No.9 の農地法第３条の規定による許可申請と併せてご提出

いただいております。報告は以上です。 
 
ただいまの事務局の報告に、ご質問がありましたらお願いいたします。 
 
（質問等なし） 
 
よろしいですかね。特にご質問も無いようでしたらこの事項報告事項でござ

いますので皆様のご了承をお願いいたします。続いて、日程４、報告事項２、

農地現況証明願による現況証明について、事務局より報告をお願いいたしま

す。 
 
はい、報告事項２、農地現況証明願による現況証明についてご報告いたしま

す。油宇、和佐にて２件の現況確認を行い、非農地の判断をいたしました。

理由は備考欄のとおりとなります。各農業委員さんにご確認いただきました

のでご報告いたします。資料は 146 ページから 157 ページをご覧ください。

報告は以上です。 
 
ただいまの事務局の報告に、ご質問がありましたらお願いいたします。よろ

しいですかね。ご質問も無いようでしたらこの事項報告事項でございますの

で皆様のご了承をお願いいたします。以上をもちまして第 129 回周防大島町
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農業委員会総会を閉会をいたします。長時間の審議、ご苦労様でございまし

た。 
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 上記は、令和８年７月１５日開催の第１２９回周防大島町農業委員会総会

の議事録である。 

 

 

令和８年８月  日 

  

周防大島町農業委員会会長           

 

上記の議事録は、正当と認め署名いたします。 
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